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Digital Audio Tape Recorder に収録した．収録した発話サンプルを音響解析装置Computer 
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メータは PD男性群は聴覚的にはR, S と相関を認め，PD女性群はB, A と相関を認めた．こ
れに対して，振幅のゆらぎと雑音に関する音響学的パラメータは一部でのみR, B, A, S と相
関を認めるに留まった．
3．心理社会的評価では，主に以下の結果を得た．
1）PD男女両群のいずれにおいてもVHI の生理的レベル，実用的レベル，感情的レベルの 3つ
のレベル間で有意差を認めなかった．
2）VHI の全30小項目について PD男女両群を比較すると，感情的レベルではいずれの小項目で
も有意差を認めなかった．
【考察】
　PDに伴う諸症状のひとつとして，音声の異常が高頻度で出現することが古くから指摘され，PD
の音声症状はパーキンソニズムの初発症状となることがあると指摘されてきた．しかし PDの音声を
評価するうえで，音声の変化が加齢に伴うものなのか PDに伴う病的なものなのかを識別するには，
健常老人発話者を比較対照として PD男女両群の音響学的特徴を明らかにする必要がある．今回得ら
れた音響学的知見はこうした点で臨床的意義があり，PDを早期に鑑別診断するうえで有用と思われ
る．
　聴覚的評価と音響学的評価の関連性で得られた結果は，PD患者の音声の評価において，主観的な
聴覚的評価で客観的な音響学的評価結果を推定することの可能性を示唆するものである．
　心理社会的評価で得られた結果は，PD患者を心理社会的側面から支援する際に重視すべき方向性
を示唆するものと思われる．
　以上，本研究論文は博士論文に値する優れた知見が精緻な研究デザインに基づいて得られたものと
判定され，合格と判定された．
